
ⅠⅤ 自己点検 ･評価委員会報告

当研究所の自己点検 ･評価委員は改選され,2001年の4

月から本委員会は,その大半が新たなるメンバーで出発

することになった｡2001年度と2002年度の両年にわた

って,当研究所の諸活動に関する自己点検 ･評価作業に

当たるわけである｡2004年度から独立行政法人に移行す

るため,いずれの国立大学でも各種の自己点検 ･評価作

業が大きな課題となり,また将来の点検評価システムを

構築する任務が課せられている｡新委員会の発足に当た

り,いくつかの目標を設定した｡ひとつは2年間の任期

中に当研究所の教官全員につき,近い将来に研究所その

ものに対 し,あるいは分野別に行われるはずの外部評価

等の基礎資料となるべき各自の研究活動に関する自己点

検報告むを作成することである｡毎月,定例で開かれる

本番El会で周到に審議を重ねたのちに,同報告書は2002

年の 7月を目途に作成される運びとなった｡その内容は

従来から行われてきたように研究業績をリス トアップす

るにとどまらず,自らの研究活動の広報や社会的な還元,

それぞれの学界学会での貢献,学術研究体制やネットワ

ークづくりなど,研究活動を広く包括できるものとする

ことになった｡それぞれの教官に網羅的な自己申告資料

の作成を依頼し,それを交通整理したのち,最終的には

教官全Llの研究活動をデータベースのかたちでHP,お

よびCD-ROMで公表する予定である｡この作業は目下の

ところ鋭意進行中である｡この他に2001年度には,前委

員会 (林基治委員長)により作成された各分野,センタ

一,施設に対する外国人研究者による外部評価の報告書

｢Externalevaluationbyforeignscholarsofthe

researchactivitiesatthePrimateResearchInstitute,

KyotoUniversitybetween1996-2000｣のCD-ROM版を
作成して,2001年度の年報に添付し,関係各局,関係研

究機関,関係研究者等に配布した｡さらに随時,研究所

に届く国立大学の独立法人化問題に関連する諸資料やニ

ュース類,大学評価 ･学位授与機構による評価資料,全

国の研究機関による自己点検 ･評価報告書類等を定例の

委員会で詳細に検討してきた｡独立法人化問題に関係し

ては,2001年の7月2日に,先に独立行政法人に移行し

た奈良国立博物館の副館長である杉長敬治氏を招いて,

｢国立博物館が独立行政法人になって｣のテーマで所内

講演会を開き,独立行政法人化の実態について所員の啓

発に努めた｡同じく2001年9月20日には大学入試セン

ターの会計課長の浮田佳成氏を招いて,｢大学入試センタ
ーにおける独立行政法人化の対応について｣のテーマで

講演会を開催し,ことに独立行政法人化に伴う会計的な

側面での問題に対する啓発に努めた｡

自己点検 ･評価委員会 :小嶋祥三所長 ･鴨場武忠前事務

長 (8月まで)･福井秀昭事務長 (9月以降)･東利昭

庶務係長･浅岡一雄･片山一道･鈴木樹里･正高信男 ･
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(文責 :片山一道)

V COEとしての活動

coE形成基礎研究費 ｢類人猿の進化と人類の成立｣

1. 13年度研究全般について㌔
本研究課題を 1)社会･生態,2)形態･古生物,3)認

知･脳科学,4)分子･遺伝の4班構成で,最終年度に向け

ての準備も考慮して研究を進めた｡

社会生態では,前年度に続いてウガンダ国カリンズ

の調査地としての整備を進めた｡現地のスタッフの連日

に及ぶ観察によりチンパンジーのいわゆる｢人なれ｣が急

速に進み観察が容易となった｡国体識別をベースとした

DNA分析のための糞や尿などの収集が急速に進み,最終

年度における分析が期待される｡他方35年を超える調査

歴史をもつタンザニア国マハレではチンパンジーの文化

的行動パターンの発達に焦点を当てた研究が進展した｡

例えば11歳のワカモノオスが｢落ち葉かき｣をした直後3

歳の弟が同じ行動を示したように,幼児期に年長者の行

動を模倣する例が多く観察され,それらのいわば文化的

行動の伝承が明かとなった｡ゴリラの研究では,力メル

ーンとガボンで現地調査を行い,集団のサイズと構成に

ついての試料を収集した｡低地熱帯林に生息するゴリラ

では平均集団サイズが10頭前後で,山地林のゴリラ集団

に比べ若干小さいことが明となった｡これは山地群が菜

食傾向であるのに対し,低地では果実食で採食競合のあ

ることによると考えた｡またチンパンジーと同じく離合

集散社会を持つクモザルについての調査を行い,大きい

パーティーサイズ,小さい遊動域等,チンパンジーと比

較し,その生態学的要因を考察した｡

-80-


